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● 研修目的 

竹林整備をインストラクターとして指導する上での要点、安全への配慮、及び指導者としての基本的技術の会

得・習熟を目的とし、また指導方法を共有化し、バラツキがないようにすることを目的とする。合わせて基本となる

会のマニアルを理解したうえで、各現場での整備方法に沿った指導ができるようにする。 

● 研修スケジュール 

９：３０～９：４０   オリエンテーション      ９：４０～１０：２０  講義「竹林整備作業マニアル概要説明」 

１０：２０～１２：００ 実習（竹林整備実践）    １２：００～１２：３０ 昼食（現場にて） 

１２：３０～１４：２０ 実習（竹林整備実践・班毎の振り返り・移動）  

１４：３０～１５：３０ 道具清掃と返納、意見交換・講評、解散 

● ２８年度２回目の竹林整備研修会が６月２６日（日）晴天の中、土地所有者である住宅供給公社の石井様も特

別参加していただき総勢２９名で実施しました。 

実施作業に当たりメイン講師の佐藤氏より研修の目的と各自持参した整備作業マニア

ルを参考に必要な事項を親切丁寧に講義されました。参加者は話を聞き洩らさぬよう真

剣に聞き入っていました。講義終了後３班に分れ各班の講師より所有者の要望説明が

行なわれました。実習場所の竹林内は密生しており、どのように手を付けたらよいのか

一時迷った様子でありました。インストラクター役を交代しながら２～３人一組となり各自

積極的に手際よく伐採、枝払い、玉切りする人になって一本一本根気よく丁寧に処理し、

見栄えよく整理整頓された現地には、陽の光が入

り、明るく見違えるようになり研修者はお互いに実習

の成果が上がった喜びと満足した顔が見受けられました。作業終了後全員で

各班の出来栄えを見学し互いに苦労の成果を労いあった次第です。 

見学時は石井様も同行していただき終了時の意見交換や講評のときに出

来栄えについて話を伺いました「竹林内が密生しておりどのように出来上が

るか想像していましたがインストラクター皆さんの努力によって明るく広々とな

って感謝しております」と感想を述べられました。全員ヒヤリハットもなく無事に研修会が終わり安堵しました。 

 

  

 

 

 

 

 

森林部会主催  平成28 年度 「第２回 竹林整備研修会」  

日時：６月２６日（日）９：30～15：30 、晴れ 場所：小田原市小竹（神奈川県住宅供給公社所有地 マダケ林） 

〇講師：森林部会 １班：佐藤武晴氏⑤ ２班：滝澤洋子氏⑤ ３班：松永廣氏⑪ 

〇幹事：佐藤武晴⑤ 水上正昭⑬ 大橋聡⑪ 辻村寿⑨   

〇特別参加者：神奈川県住宅供給公社  石井敏之様 

〇参加者（研修者）23 名： 

菊池昭子①、相馬夏男⑤、永野潔⑥、内野ミドリ⑨、水津敏⑨、村井正孝⑨、小笠原多加子⑩、大橋聡⑪、 

赤崎さほり⑫、石川裕一⑫、渡辺敏幸⑫、江頭淑子⑬、江上徹⑬、北村貢⑬、斉藤夏葉⑬、星野澄佳⑬、 

岩田典義⑭、木村勇⑭、小松立史⑭、立花康美⑭、西岡一郎⑭、水野安則⑭、谷雅典⑭ 

竹林整備作業マニュアル 

簡単できれいに仕上がる枝払い 

枝の下部に3～5ミリの 

切り込みを入れる 

手で引っ張れば 

簡単に枝払い 

能率は悪いですが、仕上がりはきれいです 

作業前 まるでジャングルです 

徐々に明るくなってきました そしてきれいになってきました 

こんなに明るくきれい

になりました。 

しまった写真撮りを 

忘れました！！ 


